
CWAJは年間を通して、教育・奨学金プロ

グラムへのご寄付、並びに遺贈によるご寄

付を受け付けております。皆さまからのご支

援によりこれからの若者が大きな夢を叶え

ることができるのです。前年に続き、2024

年も、カルティエ ジャパンより、CWAJの活

動に共鳴して多大なご寄付をいただきまし

た。同じくイタリアを代表するファッションブラ

ンドのロロ・ピアーナジャパンも、女性アー

ティストをご支援くださいました。CWAJへの

ご寄付は、国際交流基金の「特定寄付金

制度」を活用して、税制上の優遇措置が

受けられます。ご寄付に関する詳細はメー

ルでお問い合わせください。 

donations@cwaj.org

ご支援・ご協力のお願い

CWAJとは

@cwaj_japan

@TheCWAJ

cwaj.org

一般社団法人CWAJ(カレッジ・ウイメンズ・アソシエーション・オブ・ジャパン)は、「女性が女性を支える」という理念のもと、

CWAJ奨学金、CWAJ現代版画展、視覚障害者や児童養護施設の子どもたちのための英語教育など、さまざまなプログ

ラムを通じて教育・文化の推進に努めている非営利ボランティア団体です。約25か国から集まった約400名の女性会員が、

無償のボランティアとして幅広い交流の中で友情を深め、楽しみながら教育・文化活動を行っています。1972年に創設さ

れたCWAJ奨学金は、国内外の女子大学院生・視覚障害男女学生など、のべ約900名に支給され、各界のリーダーを

育んできました。また、2021年度からはコロナ禍への取り組みとしてCWAJ看護学生奨学金を立ち上げるなど、常に社会

のニーズを見据えて活動しています。ボランティア活動は外国人と日本人がペアを組んで、原則として英語で行います。

CWAJ入会についてのお問合せは membership@cwaj.org へどうぞ。

行事のお知らせ

■ 第68回 CWAJ現代版画展

2025年10月15日(水)-19日(日）

ヒルサイドフォーラム
(代官山 ヒルサイドテラスF棟）

CWAJ特別展
9月24日(水)ー10月12日(日) 

東京アメリカンクラブ (港区麻布台)内

フレデリック・ハリス・ギャラリー

オンラインギャラリー
https://cwaj-gallery.jp

ハイフィールド・ホール CWAJ版画展
2025年6月21日(土)-10月26日(日)
ハイフィールド・ホール＆ガーデンズ
米国マサチューセッツ州ファルマス
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― 75年のあゆみの先へ続く未来 ―
戦後混乱の最中、女性には参政権すらなく活躍の場所もなかった日本で、女性ばかりのボラン

ティア団体が産声を上げました。それが現在のCWAJです。ドル建ての渡航費に苦慮していた留

学生の渡航援助を目的とした資金集めを計画し占領支配下の連合国軍最高司官司令部

GHQから許可を得たのを皮切りに、「社会が必要としながらも先例のないことに果敢に挑戦する」

をモットーにさまざまな奨学金を創設し、約40カ国から900名近い優秀な学生を支援してまいり

ました。また1956年から毎年続くCWAJ現代版画展は、純益を奨学金の資金に充てると同時

に、日本の現代版画の魅力を広く国内外へ発信し若手作家の育成にも注力して、版画芸術の

普及と振興のために大きな役割を担い続けています。

2024年に75周年を迎えたCWAJは、コロナ禍のため遠ざかっていた対面でのイベントを増やし、

会の活動方針の一つである国際・文化交流の幅をさらに広げました。またこの節目の年に、IT化

の促進に向けて大きく歩を進めることもできました。2025年にはCWAJのコミュニティサービスの一

環である視覚障害者との交流の会（VVI）が50周年を迎えます。皆様のご支援のおかげで、

数名から始まった活動が400名近いボランティアへと受け継がれています。過去が遠ざかっても、

先人達が75年前に蒔いた種を大事に育て、次の世代へと引き継いで行きたいと願っております。

第２回 CWAJ国際女性デー 
トークイベントの開催

2024年３月８日、CWAJによる第2回国際

女性デー トークイベントが「世界で活躍する

女性たちが本音で語る変革へのビジョン」を

テーマに日本外国特派員協会にて開催され

ました。社会問題のコメンテーターとして人気

の中林美恵子氏（政治学者、早稲田大学

■VVI 50周年記念行事

映画上映会とトークイベント
『ライフ・イズ・クライミング！』
４月19日(土) 14:00-16:00
アルカディア市ヶ谷

チャリティコンサート
11月6日(木）19:00-21:00
すみだトリフォニーホール 小ホール

教授）をキーノートスピーカーに迎え、国際舞台で活躍する奈良橋陽子氏（演出家、キャスティ

ングディレクター、CWAJ海外渡航費援助奨学生）、日本の医療改革を目指す大石佳能子氏

（株式会社メディヴァ代表取締役、CWAJ海外留学大学院女子奨学生）、若手政治家の

英利アルフィヤ氏（元国連・日銀職員、現衆議院議員）にご登壇いただき、豊富な経験を踏

まえて未来の女性たちが能力を発揮できる社会へのビジョンを惜しみなく語っていただきました。モ

デレーターの馬越恵美子氏（国際経営学者、桜美林大学教授）のユーモアあふれる巧みな進

行に、聴衆は熱心に聞き入っていました。「強い思いさえあれば夢は必ず叶えられる」という登壇

者たちからの熱いメッセージは聴衆に大きな感動を与え、多数の出席者からこのイベントに参加し

てよかったという嬉しいコメントがありました。

メディア関係者や男性を含む70名にも及ぶ参加者を迎えて女性が活躍できる社会実現を目指

すCWAJの活動をご理解いただけたと確信するとともに、トークイベントは今年も成功裏に終了し

たことをご報告いたします。

■ CWAJが大阪・関西万博に参加

ウーマンズ パビリオン in collaboration 
with Cartier 「WA」 スペース にて
元奨学生によるパネルディスカッション
7月25日(金）① 11:45-12:45 &

② 13:45-14:45



CWAJ現代版画展 ロロ・ピアーナ 女性アーティスト奨励賞

賞金50万円

青栁有華

日本大学大学院在学中

「YATSUHASHI」

エッチング アクアティント

イタリアを代表するファッションブランドのロロ・ピアーナ ジャパン社が、長

年女性リーダーの育成に注力してきた CWAJの理念と日本の現代版

画を世界に紹介してきたCWAJ版画展の歴史に共感して提供くだ

さった賞が３年目を迎え、第67回展の入選作品の中から朴愛里さん

の作品が受賞しました。日本と韓国にルーツを持つ注目の新進版画

作家として将来を嘱望される朴さんのさらなる飛躍を願っています。

16日の初日にはカタログ表紙作家の小川幸一氏によるサイン会が催さ

れました。例年通り会場でのガイドツアーが連日複数回行われて、グ

ループ予約や当日申し込みのお客様が作品の前で熱心にガイドの解

説を聞く姿が見られました。視覚に障害のある方が版画を鑑賞するため

のプログラム「ハンズ・オン・アート」も３日間にわたって行われ、視覚障

害の来場者18名に加え、晴眼者や子どもたちも版画の立体コピーに

触れて楽しみました。最終日に企画した湯浅克俊氏による木版を使っ

た「空摺り」ワークショップは大好評で、視覚障害者を始め計100名近

い来場者が自分の作品を作って持ち帰りました。

2025年6月21日から10月26日まで、第67回展の展示作品を中心

に136点の版画が、米国マサチューセッツ州ファルマスの会員制クラブ、

ハイフィールド・ホール・アンド・ガーデンズで展示・販売されます。CWAJ

がハイフィールド・ホールより招待を受けて版画展を開催するのは、これ

が３回目となります。詳細はこちらの主催者

ウエブサイト（英語のみ）からご覧ください。≫

2024年のハイライトとなったのは、CWAJ75周年を記念した特別展です。

女性であるがゆえにさまざまな社会的制約に直面しながらも芸術家として

のキャリアを究め、後進への道を拓いた先駆者たち、篠田桃紅、吉田

千鶴子、岩見禮花、柳澤紀子、辰野登恵子。力強い個性的な創作ス

タイルによって従来の型や固定観念を打ち破った５人のキャリアは、次世

代の女性版画家たちのロールモデルとなりました。

賞金50万円

朴 愛里

武蔵野美術大学大学院在学中

「母娘」

エッチング アクアティント ドライポイント

CWAJ 75周年記念特別展

「道を拓いた女性たち」

2024年度 CWAJヤング・プリントメーカー賞

５人の作品54点を、東京アメリカンクラブとヒルサイドフォーラムの２か

所で展示し、まさにCWAJのミッションを体現した展覧会として、大きな

反響を呼びました。

第67回 CWAJ現代版画展
67回目を迎えたCWAJ現代版画展が10月16日から20日まで代官山

のヒルサイドフォーラムにて華やかに開催されました。若手からベテランまで

公募で選ばれた多彩な版画作品と招待出品の計207点とCWAJ創立

75周年記念特別展の27点が展示された会場は、国内外から訪れた大

勢のお客様で連日にぎわいました。連れ立って会場をめぐりながらお気に

入りの版画を探す光景があちこちで見られ、セールスカウンターには列がで

きるほどでした。会場展示終了後の10月21日から27日までは、オンライ

ンギャラリーで展示作品を展示・販売し、世界各地から注文が集まりまし

た。このサイトは現在も閲覧可能です。（https://cwaj/gallery.jp）

当展で版画や関連商品をご購入いただいた純益は、全額がCWAJ奨学

金やアーティストへの助成に充てられています。

10月15日の夕刻に行われたオープニングレセプションでは出品作家と各

方面の招待者約180名が会場を埋め、会員を交えてワインを片手に旧

交を温めました。ヤング・プリントメーカー賞（YPA）、ロロ・ピアーナ女性

アーティスト奨励賞、第67回版画展委員会賞の受賞式に続き2024年度

CWAJ奨学生柳雅凜さんが紹介された後、67回展のセレクション・アドバイ

ザーでCWAJのよき理解者でもある柳澤紀子氏が乾杯の音頭を取り、開

会が宣言されました。

「伊勢物語など文学を題材にした作品や、記述された事柄を読み解く

解釈をテーマに文学作品の要素を織り込んだ作品を、銅版で制作し

ています。YPAの賞金で銅版画のプレス機を購入する予定です。」

＊CWAJヤング・プリントメーカー賞は2024年で20年目を迎えました。

過去の受賞者が版画やアートの世界でめざましく活躍していることは、

CWAJの誇りです。



2024年度 CWAJ 奨学生

2024年5月15日に日本外国特派員協会で開かれたCWAJの5月月例会にて2024年度奨学生が紹

介されました。深川由起子早稲田大学教授（CWAJ海外留学大学院女子奨学金1994年度奨学

生）が「東アジアにおける日米経済パートナーシップの変化」と題して基調講演をおこないました。授与式

はハイブリット形式で行われ、すでに留学中の海外留学大学院女子奨学金奨学生の筒井彩さんもオン

ラインで参加しました。

また、コロナ禍であったために奨学生の紹介がオンラインで行われた2021年度看護学生奨学金奨学生

の早川明花さん、大山天良さんも来場し、CWAJ会員にとっては嬉しい初対面となりました。

カルティエジャパンの協力のもと、CWAJ Cartier 奨学金を2024年度も継続し、第2期奨学生を選出

することができました。カルティエ ジャパン プレジデント&CEO宮地純氏は、2025年度もCWAJ Cartier 

奨学金を継続することを発表しました。また、カルテイエ ジャパンは2025年大阪・関西万博でウーマンズ

パビリオン in collaboration with Cartierを開設し、女性たちの体験や視点を通して、公平で持続可

能な未来を志すことを来場者に呼びかけます。パビリオン内の「WA」スペースでは、CWAJの元奨学生に

よるパネルディスカッションを企画しています。

版画展の会期中10月19日（土）に6名の元奨学生が版画展を

訪れ、同窓会を行いました。コーヒーを片手に談笑後は、和気藹々と

版画を鑑賞。版画展では、現奨学生のサラ・シルウィーディーさんがボ

ランティア活動の一旦を担いました。元奨学生の方々から引き続きご

支援いただけることを、大変嬉しく思います。

CWAJ奨学生同窓会には、以下の方々をお迎えすることができました。

佐野弘子さん (1978年SA奨学生、青山学院大学名誉教授、英

文学、ミルトン研究）、 白井あれいさん (2011年SA奨学生、ベネッ

セ女性キャリア支援事業部部長）、ゲイドレ・ザブラケイトさん

(2019年NJG奨学生、原子力工学専攻博士、日立GEニュークリ

ア・エナジー勤務）、小野美千代さん (1996年SA奨学生、複数の

会社の監査役を経験）、エリザベス・ガマラさん (2023年NJG奨学

生、国際基督教大学国際関係学専攻)、安野さくらさん (1999年

NJU奨学生、ソフトウェアエンジニア）

CWAJ 外国人留学生文化交流大学院女子

奨学金（NJG）

１名 支給額 200 万円（この奨学金は国際

交流基金の支援を受けています）

シルウィーディーサラ（エジプト・アラブ共和国）

東京外国語大学総合国際学研究科国際日

本専攻博士後期課程

CWAJ 海外留学文化交流大学院女子

奨学金（SA)

１名 支給額 300 万円（この奨学金は

国際交流基金の支援を受けています）

筒井 彩（つつい あや）

カーティン大学英語教授法修士課程

（オーストラリア連邦）

CWAJ Cartier 奨学金（SA）

１名 支給額 300 万円（この奨学金は

Cartier Japan が資金を提供しています）

中野 智子（なかの ともこ）

シカゴ大学経営大学院経営学修士課程

（アメリカ合衆国）

CWAJ 外国人留学生大学院女子奨学金

(NJG)

１名 支給額 200 万円

柳 雅凜（リュ アルム）（大韓民国）

早稲田大学アジア太平洋研究科国際関係

学博士課程

CWAJ 視覚障害学生奨学金（SVI-SJ）

2 名 支給額 各 100 万円（この奨学金は

Grandma-Short-Legs が資金を提供して

います）

岸良 隼人（きしら はやと）

筑波大学大学院人間総合科学学術院人

間総合科学研究群障害科学

玉置 陽南（たまおき はるな）

国際基督教大学環境研究メジャー3 年

CWAJ奨学生同窓会

写真（上）深川由紀子教授

（下）カルティエ ジャパン プレジデント&CEO宮地純氏と

CWAJ Cartier奨学生中野智子さん



月例会プログラム

 

 

 

 

一般社団法人 CWAJ
〒141-0021  品川区上大崎2-24-13-601｜contactus@cwaj.org

外国人留学生との交流の会（FSC）

FSCは、留学生のために日本文化や慣習を理解するために

役に立つ行事を提供しています。留学生にはそれぞれCWAJ

のボランティアがメンターとして付き添うのが特徴です。2024

年は以下の行事を行いました。

3月 折り紙のワークショップ

  4月 新入生歓迎会

  5月 横浜の山下公園バラ園散策

  6月 英語による落語の寄席訪問

10月 CWAJ現代版画展と國學院大學観月祭の訪問

12月 忘年会

子供のための英語支援の会（EOC）

「楽しく英語を」をモットーに西東京市の児童養護施設、聖ヨ

ゼフホームで英語のクラスを再開することができました。その時

節にふさわしい英語の絵本を選び、英語の原文とボランティア

が翻訳した日本語の朗読の音源へリンクするQRコードを添付

しました。これによりいつでも誰でも英語と日本語で絵本を聞く

ことができます。児童たちを少人数に分け、4つのステーション

(絵本朗読、ゲーム遊び、クラフト作り、ワークシート)を回り、

それぞれに異なるセッティングの中で、楽しく英語を学べるよう

にしました。

2024年の定例会は、5,9,12月が対面とオンラインとのハイブリッド

形式、その他の月はオンラインのみで行われ、出席者は多彩な分野

のスピーカーによる講演を楽しみました。

1月 阿南ヴァージニア史代（歴史研究家、『円仁

慈覚大師の足跡を訪ねて：今よみがえる唐代

中国の旅』 の著者）

「円仁グリーンロード：9世紀の中国と日本への

小旅行」

5月 深川由起子（早稲田大学教授）

スカラシップ月例会

「東アジアにおける日米経済パートナーシップの

変化」

2月 ケイ・パターソン（元オーストラリア保健高齢化

大臣、博士、オーストラリア勲章受章）

「オーストラリアにおける高齢化問題」

3月 田澤悠（株式会社BnA創業者兼CEO）

「BnA（Bed and Art）はどのようにホスピタリ

ティを利用して地域の芸術的コミュニティに力を

与えているか」

4月 キャロル・スズキ（ニューメキシコ大学ロースクール

教授）

「事前指示書を通して将来の健康管理を導く」

6月 中野嘉子（東京理科大学国際デザインマネ

ジメント学科教授）

「戦後日本のキャビンアテンダントとそのアメリカ

人指導者アリス・アトウッド」

9月 野田哲也（東京藝術大学名誉教授 ）

野田ドリット（日本イスラエル親善協会理事）

CWAJ現代版画展キックオフ月例会

「A Life in Print―「日記」シリーズをめぐって」

11月 トム・ガリー（東京大学特任教授）

「AI は教育に何をもたらすか？」

12月 ロネ＆ジジ（シアター・クラウン・デュオ）

「笑いは人生」と題して、数々の受賞歴のある

ロネ＆ジジによるマイムショーと講演

コミュニティ・プログラム

視覚障害者との交流の会（VVI）

VVI  （視覚障害者との交流の会）は、視覚に障害のある生徒や成人を対象に、

多彩な英語プログラムを実施しています。VVIおよびCWAJのイベントに関する情報

は、年3回発行されるニュースレターの電子版および点字版を通じて、定期的に視覚

に障害のある方々へ送られています。

VVIの主な活動として、筑波大学附属視覚特別支援学校の生徒を対象に実用英

語技能検定の受験準備のために、毎年6月と10月に模擬面接を実施しています。

2024年には、オンラインで19人の生徒に模擬面接を行いました。この他、希望する

高校生に対して、英語圏出身の海外在住のボランティアとの1対1の英会話プログラ

ムもオンラインで実施しました。

また、再就職のための再訓練を行っている日本視覚障害者職能開発センターにて

週2回、訓練生の皆さんの就職に役立つよう英会話を指導しました。ボランティアは、

楽しく、実用的な授業を通して、訓練生の皆さんが自信を持って英語を話せるよう手

助けしています。

また、5月にはテンプル大学ジャパンキャンパスの協力を得て、視覚に障害のある方々

とボランティアによる対面での英会話の集いを数年ぶりに開きました。スウェーデンの文

化を紹介し、スウェーデンの伝統的な楽器「ニッケルハルパ」を川上未来さんに演奏し

ていただきました。参加者は音楽を楽しみ、スウェーデン料理も味わいました。9月に

は、Josh  Grisdaleさんをお招きしオンラインにて英会話の集いを実施。自身の障害

や経験、障害者向けの旅行情報を提供するウェブサイト「Accessible  Japan」と

「Tabi  Folk」を立ち上げた経緯についてお話いただきました。

2025年には、VVIの活動が50周年を迎えるにあたり、記念のイベントを企画すると

ともに、これまでの歩みをまとめた小冊子を発行する予定です。
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